
水産用ワクチンの使用技術講習基準
１　この基準は、平成12年４月19日付け水産庁長官及び農林水産省畜産局長通達（12水推第533号）及び平成10年12月24日付け水産庁栽培養殖課魚類防疫室長事務連絡に基づき注射式ワクチンの使用技術の講習について定めるものとする。
（受講者の資格）
２　当該技術講習の受講者は次の各号の一に該当する者とする。
　１）県内魚類養殖業者（種苗の採捕業者、種苗生産業者を含む）及びその従業員
  ２）水産用医薬品販売会社従業員
  ３）漁業協同組合連合会及び漁業協同組合の役職員
  ４）その他（魚類種苗生産及び種苗生産の研究を行う機関の職員、大学関係者等）
（講習会の開催）
３　講習会の開催計画は、指導機関（水産試験場、内水面漁業センター及び宿毛漁業指導所）の長が決定する。
　　開催にあたっては、指導機関から関係者に通知する。
（講習会の内容）　
４　講習会では、次の内容について講習を行う。
  １）養殖魚類の疾病の概要と予防・処方に関する講義
　２）ワクチンによる魚類疾病予防の仕組みに関する講義
　３）ワクチン接種方法
（受講の申請）
５　当該講習の受講希望者は、受講申請書（別紙様式１）に次の各号に掲げる書類等を添付して、指導機関に提出しなければならない。
　１）写真２枚（最近６か月以内に撮影した正面、上半身無帽のもの。裏面に氏名を記入する
こと。）
  ２）本人確認書類（運転免許証、個人番号（マイナンバー）カード、海技免状、小型船舶操縦免許証、パスポートなど 官公署発行の顔写真付証明で有効期限内のものの写しのうちいずれか一つ）１部
（受講修了証）

６　指導機関は、当該講習を受講した者に対して受講修了証（別紙様式２）を交付する。

７　マダイイリドウイルス不活性化ワクチンの使用技術講習受講者は、６の当該講習受講者と見なす。
（講習会の免除）
８　指導機関が行う講習と同等の講習を他都道府県ですでに受講していると認められる者は、当該講習を免除する。
（受講修了証の再交付申請）
９　受講修了証を亡失し、又はき損したときは、指導機関に受講修了証の再交付を申請することができる。
　付　則　この基準は、平成12年５月12日から発効する。
　付　則　この基準は、令和３年２月17日から発行する。

（別紙様式１）

水産用ワクチン技術講習会受講申請書
指導機関長　様

　水産用ワクチン技術講習会を受講したく、下記の書類を添えて申請します。

　　年　　月　　日

申請者の　　　　　　　　　　　　　　
住　所　　　　　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　　　　　　

連絡先　電話　　　　　　　　　　　　　　

記

１　講習基準に基づく受講者の資格の区分（いずれかを○で囲む）

　ア　県内魚類養殖業者及びその従業員（種苗の採捕業者、種苗生産業者等を含む）
  イ　水産用医薬品販売会社従業員
  ウ　漁業協同組合連合会及び漁業協同組合の役職員
  エ　その他（魚類種苗生産及び種苗生産ならびに養殖等の研究を行う機関の職員、大学関係者等）
２　所属組織の証明

　（漁業権行使者等の場合は所属漁協組合長による証明、その他従業員の場合は代表者による証明）

　　申請者は、現在下記に所属し、上記１の資格を有することを証明します。

　　　　　　　　　　　　所属組織名：

　　　　　　　　　　　　組織代表者名：

３　添付書類

・証明写真２枚（3.0×2.4cm、最近６ヶ月以内に撮影した正面、上半身無帽のもの。裏面に氏名記入）
・本人確認書類（運転免許証、個人番号（マイナンバー）カード、海技免状、小型船舶操縦免許証、パスポートなど 官公署発行の顔写真付証明で有効期限内のものの写しのうちいずれか一つ）１部
                                                       （別紙様式２）
	　　　　　　　　　　　受　講　修　了　証


	
	 写真
 
	　　　　　　　　　　　　　　番　　号
　　　　　　　　　　　受講修了者氏名　様


	
	
	

	　あなたは、　　　年度水産用ワクチン技術講習会を修了したことを証明します。
　　年　月　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導機関長
注意事項　ワクチン接種を行う場合は、当修了証を携帯すること



      用紙サイズ　90mm × 60mm
      用　　　紙  ケント紙
      写　　　真  24mm × 30mm
      印          機関長印、契印
      ラミネート  定期券サイズ
